




　砂糖は、さとうきびやてん菜からつくられています。さとうきび、てん
菜の生産は、鹿児島県南西諸島、沖縄県そして北海道の地域経済・雇用の
確保に重要な役割を果たしています。1 ム�åラ�コ̄

世界の砂糖輸出入の状況
　わが国の砂糖輸入量は、世界の輸入量全体の

２％を占めています。最大の輸入国は中国で全

体の９％を占めています。また、インドネシアも

輸入量を大きく増加させています。

　輸出量に関しては、ブラジルが世界の45％に

相当し、２位のインドも10％と、上位の少数の

国で大きな割合を占めていることが特徴です。

砂糖の国際需給は、これら主要輸出国における

天候、他の穀物生産、エタノール等への用途との

競合、国内政策の変更などから影響を受けるこ

ととなります。

　日本の砂糖の消費量は約180万トンであり、このうち約４割が日本

国内で生産されたさとうきびやてん菜を原料にしてつくられていま

す。残りの約６割は海外から輸入した粗糖が、日本の工場で精製され、

つくられています。令和2年産（令和2年10月～3年９月）の砂糖の自

給率は43％です。

　また、砂糖は国民の摂取カロリー全体の約8％を占めており、国内で

安定的に生産し、適正な価格で、かつ安定的に供給することは極めて

重要です。

日本の砂糖の自給率は
どれくらいですか？
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穀類 34.8%

畜産物 18.0%

油脂類 15.4%

いも類・でん粉 8.1%
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その他品目 15.9%

中国
6,085
（9.0%）

インドネシア 5,833（8.6%）

アメリカ 3,557（5.2%）

バングラデシュ 2,540（3.7%）

アルジェリア 2,449（3.6%）

マレーシア 2,188（3.2%）

EU 2,145（3.2%）

インド 2,013（3.0%）

韓国 1,938（2.9%）

サウジアラビア 1,718（2.5%）

日本 1,352（2.0%）

ブラジル
30,636
（45.1%）

インド
7,050

（10.4%）

タイ
6,134
（9.0%）

オーストラリア 3,397（5.0%）

グアテマラ 1,743（2.6%）

メキシコ 1,521（2.2%）

ロシア 1,208（1.8%）

EU 1,093（1.6%）

南アフリカ 980（1.4%）

アラブ首長国連邦 945（1.4%）

その他
13,184
（19.4%）

砂糖の国内供給量（令和2年産）

国内産てん菜糖
630千トン
（35%）

国内産甘しゃ糖
142千トン（8％）

輸入糖
1,025千トン
（57%）

供給量
1,797千トン

出典：農林水産省地域作物課調べ

���½��
��~���Ô�p�h�“�w�™�…�ä�”

�¢�©�è���å�S�•���|�������L�D�B�M�£

出典：農林水産省「食料需給表」（令和2年度）

2020/21年度輸入量（推定値）
総計：67,891千トン（粗糖換算）

2020/21年度輸出量（推定値）
総計：67,891千トン（粗糖換算）

その他
36,073
（53.1%）
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